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研究成果の概要（和文）：本研究では、①Stanford 6 step method for cancer patients (6SM-C)の暫定版を作
成と②6SM-Cを使用した臨床研究の実施を計画した。①については、米国のFarquharらが開発した現行の
Stanford 6 step methodは、日本語版が作成され、歯周病患者に適応されている。がん患者に対しては、時間的
制限や身体精神機能的な制限が大きいため、より簡便かつ効率的な手法としてStanford 6 step methodを改変し
た6SM-Cを開発した。そして現在までに、②6SM-Cを使用した臨床研究を進めてきた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we planned to (1) develop a preliminary version of the 
Stanford 6 step method for cancer patients (6SM-C) and (2) conduct a clinical study using the 6SM-C.
 Regarding (1), the existing Stanford 6 step method developed by Farquhar et al. in the U.S. has 
been translated into Japanese and adapted for periodontal patients. For cancer patients, we 
developed 6SM-C, a modified version of the Stanford 6 step method, as a simpler and more efficient 
method because of the significant time and physical/mental functional limitations. To date, clinical
 studies using (2) 6SM-C have been conducted.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は申請者が開発したがん患者の自己効力感尺度（OSEC）を使用して、次段階の研究となる、新たな歯科衛
生指導法を開発し、効果検証を行うことを目的とした。今回開発した6SM-Cは、心理学、行動科学の分野におい
ては広く活用されているStanford 6 step methodを参考にしたが、、「がん患者」に活用できるようにした事例
がないため、学術的な意義がある。また、社会的な意義としては、これまで確立されたがん患者に対する歯科保
健指導方法がなかったため、新たな指導方法として臨床応用できる点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2012年の歯科診療報酬改定によって評価された「周術期口腔機能管理」は、10年を経た現在、
口腔機能管理の均てん化、標準化が課題となるなど、発展を続けている。がん患者の口腔機能管
理に関する国際学会であるMASCC/ISOOのガイドラインなどでは、歯科衛生士の予防処置（歯
石除去や機械的歯面清掃）などと共に、患者指導の重要性についても指摘している。 
しかし、現状ではがん治療のための歯科衛生指導においては、標準化、均てん化された指導方
法が存在しないこと、ナラティブベースな指導が行われている現状にあり、確立されたエビデン
スがほとんどない現状にある。日本国内では日本語での Stanford 6 step methodを使用した患
者指導によってこの自己効力感を操作し、歯周病治療におけるプラークコントロールの改善に
成功している。しかし、がん治療に関わる臨床現場において Stanford 6 step methodが応用さ
れた事例はなく、使用可能かどうか検証が必要であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
Stanford 6 step methodそのものはすでに確立された方法であり、歯周病患者等で使用された
実績がある。Stanford 6 step method の指導方法は、Step1: 問題の確認、Step2: 自信とやる気
を築く、Step3: 行動に対する気づきを高める Step4: 行動計画の立案と実行 Step5: 行動計画
の評価、Step6: 新しい行動の維持、から構成されている。 
そこで申請者らは、①急性期病院における周術期口腔機能管理の実際の患者に応用可能な、

Stanford 6 step methodを改良した Stanford 6 step method for cancer patients (6SM-C)を開
発することにした。そして②その効果検証として、がん患者の口腔関連自己効力感尺度（OSEC）
を主要アウトカムとした臨床研究を実施することを目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
＜事前調査＞ 
事前の調査として、がん患者における口腔と自己効力感等を含めた主観的健康感に関する調査
を行い、対象集団における困りごと（プロブレム）について明らかにする。 
 
＜6SM-Cの暫定版を作成＞ 
米国の Farquharらが開発した現行の Stanford 6 step methodは、すでに歯周病患者や糖尿病
患者向けに応用されている。しかし、がん患者に対し、特に急性期病院にて Stanford 6 step 
methodによる歯科保健指導を行う場合、時間的制限や身体的・精神的な制限が大きいため、よ
り簡便かつ効率的な手法に改変を行う必要がある。 
実現可能性の観点から改良を重ねるため、歯科医師/口腔外科医/歯科衛生士からなるフォーカ
スグループを決め、実際のがん患者の身体的、精神的な状況を考慮した内容に Stanford 6 step 
methodを改変した、Stanford 6 step method for cancer patients (6SM-C)を開発する。6SM-C
を開発する際には、言語的なわかりやすさ、再現性、妥当性、信頼性等の健康関連評価尺度にお
いても重要視される事項について考慮しつつ、多職種に精読してもらい、複数回の修正を実施す
る。 
 
＜6SM-Cの暫定版を使用した臨床研究の実施＞ 
6SM-Cの暫定版を使用したパイロットスタディでは、少数のがん患者に対して使用し、スモー
ルグループでの実現可能性を考慮した効果を検証する。得られた結果をもとに、さらに 6SM-Cを
改良し、完成版を作成する。 
その後、6SM-C を使用したより規模の大きい臨床研究を行う。6SM-C を使用した指導を実施
して、がん患者の口腔関連自己効力感尺度のデータの経時的変化を主要な評価項目とし、その他、 
患者の全身及び口腔の基本情報、治療内容に加えて、QOL 尺度である Geriatric Oral Health 
Assessment Index（GOHAI）等のデータを採取する。また、客観的評価としてプラークコント
ロールレコード及び口腔内細菌数を測定する。 
得られたデータは統計学的な解析によって、効果検証を行う。 

 
 
 
４．研究成果 
＜事前調査＞ 
事前の調査として実施した、がん患者における口腔機能と自己効力感や生活の質（QoL）を含



めた主観的健康感に関する調査では、患者の主観的な口腔機能の評価と医療者による客観的な
口腔機能の評価が一致しないことが明らかとなった。 
特に、患者自身の経口摂取や嚥下機能に関する評価ついては、自身の能力を過小評価しやすい
ことが明らかとなった。これは、身体的な機能ががん治療から回復したにもかかわらず、患者自
身の過小評価によって、不必要な嚥下障害や栄養摂取に関する障害が起きている可能性を示唆
している。したがって、医療者による適切な指導によって、患者が自身の口腔の状況を理解し、
口腔管理できるよう促す指導を行う必要があることが明らかとなった。 
 

 
＜6SM-Cの暫定版を作成＞ 
Stanford 6 step methodの日本語版を作成し、歯周病患者に応用していた研究者に連絡を取り、

Stanford 6 step methodのがん患者への応用を目的とした改変等について了承を得た。 
実現可能性の観点から改良を重ねるため、歯科医師/口腔外科医/歯科衛生士からなるフォーカ
スグループを決め、実際のがん患者の身体的、精神的な状況を考慮した内容に Stanford 6 step 
methodを改変した、Stanford 6 step method for cancer patients (6SM-C)を開発した。 
 

 
＜6SM-Cの暫定版を使用した臨床研究の実施＞ 
6SM-Cの暫定版を使用したパイロットスタディおよび臨床研究については、現在進行形でデー
タ採取に向けた研究が進んでいる。 
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